
次世代エネルギーパークＰＲ動画制作・広報業務委託仕様書 

 

１ 業務の目的 

  次世代エネルギーパークは、2050 年の脱炭素社会に向けた温室効果ガス削減に貢献するため、

再生可能エネルギー施設を実際に見て触れることで、環境・エネルギー問題への理解を深めるも

の施設である。 

令和７年８月現在、県内で 30施設が登録されている。（施設の詳細については、別紙のとおり） 

本業務では、次世代エネルギーパークのＰＲ動画を制作・広報することにより、県民の再生可

能エネルギーへの理解・関心をさらに深め、自分事としてゼロカーボンアクションにつなげるこ

とを目的とする。 

 

２ 業務の名称 

  次世代エネルギーパークＰＲ動画制作・広報業務 

 

３ 委託期間 

  契約締結の日から令和８年２月 27日（金）まで 

 

４ 委託業務の内容 

以下の要領に沿って、ＰＲ動画の制作（企画、デザイン、撮影、編集等）、動画を用いた効果

的な広報を実施するものとする。 

（１）ＰＲ動画の制作について 

① 規格 

 ・次世代エネルギーパークのＰＲ動画（３分～５分程度）を１本制作すること。 

・制作したＰＲ動画をＳＮＳ等の広報で活用することができるよう、ダイジェスト版（１５～

３０秒程度）を制作すること。 

② 構成 

  現段階の構成（案）は以下のとおり。ただし、変更の提案を妨げるものではない。 

【基礎的事項】 

  ・宮崎県の「太陽と緑の恵み」による環境と、再生可能エネルギーとの調和を表現すること

により、エネルギー問題を難しいものではなく、身近なものとして感じさせる工夫をする

こと。 

  ・再生可能エネルギーと調和した生活や産業を紹介すること。 

・子どもや大人が親しみやすい、ストーリー仕立てとすること。 

  ・次世代エネルギーパーク施設の発電メカニズムに関する解説を含めること。 

  ・動画を見た県民が次世代エネルギーパークについて理解を深めるとともに、見学したいと

思えるような構成とすること。 

 【構成案】 

ア 導入 

    次世代エネルギーの概要（次世代エネルギーについて、次世代エネルギーの必要性・重

要性） 

    県内の次世代エネルギーパークの位置 

  



イ 選定した各施設の紹介 

    どのような仕組みで発電しているのか 

    見学する際の見どころ紹介（見学する際に注目したい点や近辺にある関連施設とあわせ

た見学コースの紹介など） 

    施設担当者へのインタビュー など 

  ウ 見学の問合せ先 

③ 内容 

 ・令和７年度に制作するＰＲ動画の対象施設は、宮崎市自然休養村センター（天然ガスコージ

ェネレーションシステム）とする。 

  ・制作する動画の内容については、撮影の前に県と十分な協議を行った上で決定する。 

 ・データ等については、必要に応じて県から提供するものとする。なお、必要に応じてデザイ

ン、加工すること。 

 ・現地での取材・撮影は受託者が行うこととする。 

 ・対象施設での撮影や施設担当者等の出演に係る手配は、県と受託者が協議の上実施する。 

・映像の加工・編集、音楽、音声やナレーションの付加、テロップの付加などの編集作業を行

うこと。 

・撮影・編集にあたっては、ドローンを活用するなど、次世代エネルギーパークの魅力が伝わ

るような撮影や映像制作を行うこと。 

・人物を撮影する場合には、必要な肖像権の処理を行うこと。撮影に際し、使用料、出演料、

謝礼金等の費用が発生した場合は、受託者の負担とする。 

・必要に応じて、県や各市町村の所有する動画素材の使用も可とする。ただし、使用する場合

は県及び各市町村と協議を行うこと。 

・動画について、県が今後ＰＲを行っていく上で参考となるような具体的な活用方法があれば

提案すること。 

（２）動画を用いた広報について 

 ① 内容 

   ・県が提供する、令和５年度、令和６年度に同事業にて制作した次世代エネルギーパーク 

ＰＲ動画の素材を活用し、広報を行うこと。 

   ・効果的に配信されるようターゲットや配信媒体、配信時期、配信先を工夫し、方針につい

て県と協議すること。 

   ・広告配信中は適宜結果分析を行い、報告すること。 

 

５ 成果品 

（１）成果品及び納品媒体等 

① ＤＶＤプレーヤーで再生可能な形式でＰＲ動画を納めたＤＶＤ－ＲＯＭ等（１枚） 

 ② ＳＮＳ等でアップロード可能な形式（MPEG-4など）でＰＲ動画を納めたＣＤ－Ｒ等（１枚） 

③ 委託業務により使用したイラスト、写真、動画等の素材を記録したＣＤ－Ｒ等（１枚） 

④ 広告結果報告書（紙媒体１部） 

⑤ 業務完了報告書（紙媒体１部） 

（２）納品期限 

上記（１）①から③については、令和８年２月 27日（金） 

上記（１）④、⑤については、令和８年３月 13日（金） 

（３）納品場所 

   県が指定する場所 

 



６ 経費等 

委託経費には、ＰＲ動画の制作に係る打合せ、企画・デザイン、対象施設への取材・撮影、編

集、広報費用等全ての経費を含む。 

 

７ 著作権の取扱い 

（１）著作権者 

本仕様書により制作した成果品の全ての著作権は、宮崎県に帰属する。 

受託者は、納品する成果品について、著作権人格権を行使しないこととする。 

（２）権利関係の処理 

① 素材に含まれる第三者の著作権、肖像権その他全ての権利についての交渉、処理は受託者が

行うこととし、その経費は委託料に含むものとする。納品する成果品について、第三者の著

作権・肖像権その他の権利（以下「第三者の権利」という。）を侵害することがないよう業務

を実施するとともに、成果物が第三者の権利を侵害していた場合に生じる問題については、

一切の責任を負うこととする。 

② 受託者が従前から所有していた写真等を使用する場合も前記のとおりとする。 

③ 第三者からの異議申し立て、紛争の提起については、全て受託者の責任と費用負担で対応す

るものとする。 

④ 著作権の取扱いについて、ここに記載のない事項については、県と受託者が協議の上処理す

ることとする。 

 

８ その他 

（１）本業務の実施に当たっては、県と十分協議・連絡をとりながら進めること。 

（２）本仕様書に定めのない事項に当たって疑義が生じた場合は、県と協議の上、決定すること。 

（３）本業務で得られた情報等については、県の許可なくして流用してはならない。 

（４）事業実施に必要な許認可等の事務手続きについては、全て受託者が行うものとする。 

（５）履行期限にかかわらず、業務実施後速やかに概要について報告すること。 

（６）企画提案書の作成及び提出に要する費用は、提案者側の負担とする。 

（７）業務の遂行に当たり、発生した事故等については、受託者の責任において対処することとす

る。 

（８）受託者は、本業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることができない。ただし、

本業務を効率的に行う上で必要と思われる業務については、県の承認を得た上で、業務の一部

を委託することができる。 

 

９ 問い合わせ先 

宮崎県環境森林部環境森林課 環境政策・脱炭素推進担当 

TEL：0985-26-7084 FAX：0985-26-7311 

E-Mail：kankyoshinrin@pref.miyazaki.lg.jp 

 

mailto:kankyoshinrin@pref.miyazaki.lg.jp


別紙

次世代エネルギーパーク　登録施設

再エネ種別 施設名

太陽光発電関連 ・宮崎大学集光型太陽光発電システム（宮崎市）

・宮崎ソーラーウェイ（都農町）

・大淀ソーラーパーク（三股町）

・西都市清水メガソーラー発電所（西都市）

・清武発電所（宮崎市）

・ETOランド速日の峰MS発電所（延岡市）

・株式会社MFE　HIMUKA　太陽光発電オフグリッド（日向市）

バイオマス関連 ・エコクリーンプラザみやざき（宮崎市）

・みやざきバイオマスリサイクル発電所（川南町）

・株式会社三共（小林市）

・中国木材バイオマス発電所（日向）（日向市）

・都城市クリーンセンター（都城市）

・延岡市清掃工場（延岡市）

・株式会社グリーンバイオマスファクトリー宮崎都農発電所（都農町）

・くしま木質バイオマス株式会社　大生黒潮発電所（串間市）

・木質バイオマス発電所 ＭＴエナジー株式会社

バイオガス関連 ・霧島酒造㈱焼酎粕リサイクルプラントおよび発電施設（都城市）

・宮崎処理場（宮崎市）

・妙田下水処理場（延岡市）

水力関連 ・綾第二発電所（水力発電所）（綾町）

・小丸川発電所（木城町）

・諸塚小水力発電所（川の口）（諸塚村）

・大日止昴小水力発電所（日之影町）

・田代陣の池ホタル谷小水力発電所（えびの市）

・椎葉村間柏原発電所（椎葉村）

風力関連 ・中九州大仁田山風力発電所（五ヶ瀬町）

・串間風力発電所（串間市）

・第二中九州大仁田山風力発電所（諸塚村）

天然ガスコージェネレーション

システム関連
・宮崎市自然休養村センター（宮崎市）

温度差熱利用 ・道の駅くしま（串間市）


